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文京区立湯島幼稚園 
〒113‐0033 文京区本郷３－１０－１８ 

ＴＥＬ  ３８１４－９２４３ 
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学年 年 齢 組 名 クラスカラー 

年少 ３歳児 もも組 桃色 

年中 ４歳児 ばら組 黄色 

年長 ５歳児 ゆり組 水色 

入園のしおり  

新入園児保護者会資料 
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 湯島幼稚園の教育 
いよいよ４月から皆様方が慈しみ育んでこられたお子さんが、集団生活の第一歩を踏み出します。本園で

は、お子さんがご家庭から離れて初めて経験する幼稚園生活の中で、心も体も健やかに成長されるよう、愛

情豊かな教職員がお子さんの入園をお待ちしております。 

＜幼稚園の目的＞ 

「幼稚園は義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のた

めに適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする」と学校教育法第２２条に記されて

います。 

＜本園の教育目標＞ 

文京区教育委員会の教育ビジョン「個が輝き共に生きる文京の教育」の実現が図られるよう、次のように

教育を進めていきます。   

＜教育方針＞ 

 発達や学びの連続性を踏まえた多様な直接体験を通して、心身の調和のとれた発達の基礎が培われ

るよう、本年度の重点を「よく遊ぶ子ども」の育成とする。以下の６点を基本方針として教育課程を編

成する。 

〇幼児が安定した情緒の下で園生活を送り、遊びを通した総合的な指導の中で「知識及び技能の基礎」

「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」の三つを柱とする資質・能力を

育み、主体的・対話的で深い学びを獲得することを目指す。 

〇身近な動植物や自然事象に触れる直接的な体験を通して、生命の尊さ、自然の不思議さ、美しさを

感じ、豊かな心情を育んだり、知的好奇心を高めたりする。 

〇教師や友達との関わりの中で、自分の思いを表したり相手の考えを受け止めたりする経験を重ね、

自己を表現する嬉しさや充実感を感じられるようにする。一人一人の自己表現力を高め、自立心や

協同性、言葉による伝え合い、道徳性、規範意識の芽生えを培う。 

〇幼児の主体的な遊びや生活の中で基本的な生活習慣を確立させるとともに、運動遊びや「学校２０

２０レガシー」の教育を継続する。体力向上を意識した様々な身体の動きを引き出す遊びを取り入

れながらスポーツに対する興味や関心を高め、安全教育・健康教育の充実を図る。 

〇教員がＳＤＧｓの視点に立ち、質の高い教育活動を意識し、実践していく。教師自身が広い視野を

もち、人権を重んじ、男女、国籍に関わらず公平な視点で保育を行う。一人一人の幼児を認め、温

かく受け止めることで、幼児が自分も他人も大切にする気持ちを持てるようにする。 

〇「文京区版学校感染症対策ガイドライン」に基づき、幼児・保護者・教職員が安心して教育活動に

取り組めるよう、感染症対策を徹底するとともに、様々な想定で教育活動を計画する。 

 幼児の豊かな体験が保障できるよう環境・教材を工夫し、ＩＣＴの活動を推進する。 

＜特色ある教育活動＞ 

 

 

 

 

 

 

人権尊重の精神を基盤とし、自主性、社会性、創造性、豊かな感性、表現力を養い、 

心身共に健やかな幼児を育成する。 

◎よく遊ぶ子ども  ○やさしい子ども  ○考える子ども 

・ 草花や野菜の栽培 

・ 小動物との触れ合いや世話 

・ 小石川植物園、東大構内の散策 

・ 自然と遊ぼう 

・ 移動動物園 

・ 教師や友達、園の職員との触れ合い 

・ 親子体験活動(親子遠足、親子体操、保育

参加、参観など) 

・ 保育園児、小学生、中学生との交流 

・ 未就園児や地域の方との関わり など 

自然と関わる体験 人と関わる体験 
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入園するまでに 

 
 
 

 新しい通園用カバン、靴などが揃うと、背負ったり履いてみたりして、入園を楽しみに待つ様子が見られ

ます。この気持ちを大切にしてあげましょう。 

「そんなことをすると、幼稚園に行かれませんよ」「幼稚園の先生に叱られますよ」 

「言うことを聞かないと先生に言い付けますよ」などの言葉は、幼稚園や先生に対する不安や恐怖心を与え

てしまいます。 

「お友達がたくさんいて、きっと楽しいわよ」「砂場やすべり台があるから外でもたくさん遊べるよ」 

「困った時は、先生にお話しすれば大丈夫よ」など、安心して楽しみに待てる言葉を掛けてあげましょう。 

 

 

 
 

 幼稚園の生活は、お子さんにとって社会生活の第一歩です。よりスムーズに園生活がスタートできるよう、

入園までに次のようなことを心掛けておくとよいでしょう。 

○自分の名前を言えたり、呼ばれたら「はい」と返事ができるといいですね。 

○日常生活で必要な「おはようございます」「さようなら」「いただきます」「ごちそうさま」などの挨拶や、

「ありがとう」「ごめんなさい」などの言葉を使う機会を大切にしていきましょう。ぜひご家族同士でし

てみてください。 

○洋服を着たり靴を履いたりすることを、自分でやってみるといいですね。お子さんのやる気を支えて、で

きたことを褒めてあげましょう。 

○自分で手を洗ったり、濡れた手を拭いたりしましょう。水道の蛇口の開閉も自分でできるようにしましょ

う。 

 ・いろいろな水道の蛇口があります。試してみる機会を作りましょう。 

〇早寝、早起きの習慣を付けましょう。 

・基本的な生活習慣、生活リズム作りを心掛けましょう。 

〇食事（特に朝食）をしっかりとりましょう。また座って食事をするようにしましょう。 

○トイレに一人で行けるようにしましょう。毎朝トイレで排便する習慣を身に付けましょう。 

（３歳児は、おしっこが出ること、出たことを自分から知らせられるようにしましょう） 

○自分で鼻をかみましょう。 

 ・正しいかみ方を教えましょう。 

〇遊んだ後の片付けを身に付けましょう。 

・遊具の量を加減したり、分類しやすい箱などを用意したりして、自分で片付けやすくしてあげましょう。 

入園の日を楽しみに待つようにしましょう 

なるべく自分でできるようにしておきましょう 
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入園したら 
  

 

 

 

 

新入園児にとって、ほとんどのお子さんが幼稚園は初めての集団生活の場です。大人が考えている以上に

緊張している子もいます。幼稚園ではこの緊張をほぐし、家庭と同じように安心して生活できる雰囲気作り

を心掛けています。ご家庭に帰ったら、ひざに抱く、ゆっくり話を聞いてあげるなど、いつも以上に温かく

接し、翌日も元気で登園できるようにしてあげましょう。 

 

 

 

 

 

 お子さんには一人一人個性があります。他のお子さんと比較せず、お子さんの思いや考えをしっかりと受

け止め、よいところを引き出すことが大切です。短所ばかりが目につき、ついつい小言を言ってしまいがち

です。できるだけ認めたり、励ましたり、褒めたりしてあげましょう。子どもたちは、褒められたり認めら

れたりすることで気持ちが安定し、自信をもって生活できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 入園当初は、お子さんの幼稚園での様子がとても気になることと思います。 

お子さんが自分から話す場合は別ですが、あまり話したがらないときは無理に聞かないようにしましょう。

お子さんのその日の様子は、降園時に担任がお伝えします。個人的に心配がある方は、担任へお知らせくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園の生活を無理に聞き出さないようにしましょう 

入園当初は、お子さんの緊張をほぐしてあげましょう 

 

叱るより、よいところを褒めるようにしましょう 

 

かたづけ 

がんばっているわね

ね 

た の し そ う

ね！ 

ひとりで 

で き る の

ね！ 
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登園・降園 

 

○登園（幼稚園に朝、来る時間）９：００～９：１０  

・ 開門は９：００～９：１０が原則です。この時間内に登園しましょう。 

・ この時間は園長が正門にて一人一人を迎えます。挨拶をして幼稚園に入りましょう。 

９時より前に着いた時は、親子一緒に門を入った所でお待ちください。 

・ 保護者の方は、ピンクフェンスのところからお子さんを送り出して、お帰りください。ただし、入園当

初やお子さんの様子に応じて、ピンクフェンスの中までお入りいただいて構いません。 

・ 朝、伝えたいことがある場合は、連絡カードに用件を書いて園門にいる園長にお渡しください。担任は

保育をしておりますので、降園時にお話しください。 

・ 遅刻して登園してきた時、早退する時などは必ず保護者の方が職員室に声を掛け、その旨お伝えくださ

い。お子さんだけ門の中に入れるのは危険です。また、常時出席把握をしているため、ご協力をお願い

します。 

 

○降園（幼稚園から帰る時間） 

 ・降園時間は時期によって変わりますので、その都度園だよりでお知らせいたします。降園時刻の５分前

に各学級所定の場所でお待ちください。 

 ・登降園の際は、職員玄関前の掲示板をご覧ください。連絡事項などを掲示します。 

送り迎え 

○毎日、保護者の方が徒歩で送り迎えをすることが原則です。お子さんとしっかりと手をつなぎ会話を交わ

すなど、親子の触れ合いを大切にしましょう。また、交通安全指導のよい機会でもあります。横断歩道の

渡り方、信号の見方などを折に触れて教え、保護者の方がお手本を示しましょう。毎日歩くことで、足も

丈夫になります。 

○園カバンや帽子は、必ずお子さんに持たせましょう。 

○送り迎えの際には、保護者の方にも名札を着用していただきます。（入園後にお渡しします P.7 参照） 

○お迎えを他の方にお願いするときは、必ず幼稚園にお知らせください。また、お願いする方に保護者用名

札を預けるか、事前に連絡カードにてお知らせください。 

 

服装・持ち物 

○毎日、園帽子を被ってきましょう。 

○ズボンは本日販売する園ズボンの着用を推奨しています。子どもにとって動きやすく濡れても乾きやすい

素材ででできています。ハンカチとティッシュを入れるポケットも前面についています。 

○ハンカチ、ティッシュは必ずズボンのポケットに入れておきましょう。 

○おもちゃ（キーホルダーの付いている玩具・シールなども含む）、お菓子などは持ってこないようにしま 

しょう。 

○長い髪の毛は遊具に引っかかると危険です。結びましょう。（安全のため、大きなものや固い髪飾りは控

えましょう）帽子をかぶれるようご配慮ください。 

○フードのある上着、首周りに紐がついている上着、長ズボンで裾に紐やゴム止めの玉がついているものな

どは滑り台やジャングルジムに引っかかると危ないので避けてください。園ズボンが隠れてしまう長さの

洋服も着てこないようにしてください。 
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欠席する時  

○欠席する時は、必ず幼稚園にお知らせください。連絡の方法は、次のいずれかでお願いします。 

・連絡カードに記入し、幼稚園に届ける。（近所の方に依頼しても結構です） 

・電話連絡（８：１０～８：３０）をする。 

○感染症にかかった場合は、医師の許可が出てから登園してください。その際、登園届が必要です。園にあ

りますので、お申し出ください。園HPからダウンロードもできます。（保護者の方が記入するものです） 

○病気などで欠席が長引く場合は、お子さんの様子などを時折ご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲み薬の扱いについて 

幼稚園では、「乳幼児の薬は保護者が飲ませるもので、教員が飲ませることはできない」というのが原則

です。どうしても必要な場合は、次のような方法が考えられます。 

○保護者の方が途中で園に来て飲ませる。 

○医師に、家で朝・夜に飲ませれば済む薬を、処方してもらう。 

○昼の分を降園後、保護者が飲ませる。 

 

 

左の表が、学校伝染病に指定さ

れている病気の一覧です。 

＊お子さんに薬を持たせるのは、

誤飲などの危険がありますの

で、おやめください。 

学校感染症にかかった時に提

出していただく書類です。 

保護者の方が記入します。 
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経費 

＜毎月かかる費用＞ 

○保育料           保育料は無償となります。 

○しらうめ会費（ＰＴＡ会費）＜１ヶ月 ５００円 令和６年度予定＞ 

○行事費          ＜１ヶ月 ５００円 令和６年度予定＞ 

 

＜必要に応じて納入する費用＞ 

○遠足にかかわる費用（実費） 

○修了積立金（年長 ゆり組） 

〇園帽子などの用品 

 

＜預かり保育＞ 

○登録利用  無償化の対象となります。（別途認定申請手続きが必要です。） 

○一時利用  ＜1回 ４５０円＞ 

  ・利用料が必要な方は、利用の翌月に金融機関から引き落とされます。 

 

家庭との連絡 

○園だより、学級だよりなどの手紙はお子さんに配布しますので、よくお読みください。 

○園からの手紙は、お子さんの通園カバンに入れてお渡しします。 

・お子さんに手紙の有無を確認しましょう。 

・帰宅後、通園カバンの中を確かめましょう。 

・回答の必要なものは、期日までに提出してください。 

○緊急の場合は、掲示物でお知らせします。 

 また、学校保護者間の連絡ツールに登録していただき、「携帯電話」「ＦＡＸ」等によってお知らせする場

合もあります。 

○保護者会は、大切な用件が含まれています。都合をつけて、必ずご出席ください。 

○連絡カードは、欠席、遅刻、早退などの連絡の他、担任への相談などを書いて、登園時、門で挨拶をして

いる園長（教職員）にお渡しください。 

 

幼児の名札について 

○他学年も含め、幼児同士が名前を知り合ったり、教職員がお子さんの名前を把握したりするために、園内

では名札を付けています。 

○名札は園に置いたままとし、園内のみでの着用とします。着け外しについては担任よりお知らせします。 
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保護者の名札について 

○保護者の方は、来園時には名札を着用してください。カードホルダーは各自でご準備ください。名前のカ

ードは入園式にお渡しします。送り迎え用にご家族の分が必要な方は、副園長までお申し出ください。 

 

園内の安全対策 

 幼稚園では、園児の安全確保のため、次のようにしています。詳しくは、入園後の保護者会などでお知ら

せします。 

○正門の電気錠の施錠・ピンクのフェンスの施錠（必ず保護者の方が操作してください） 

〇職員玄関の施錠 

○学校１１０番の設置（警察署に直通の回線となっています） 

○各保育室に内側からかけられる鍵の設置 

○各保育室と職員室など園内をつなぐインターホンの設置 

○警察官及びスクールサポーター（本富士警察署の巡回指導員）の巡回   

○湯島総合センター受付との連携 

○不審者対応訓練の実施 

○ＡＥＤの設置 

〇防犯カメラの設置 

安心・防災メールについて 

○文京区より希望する保護者の皆様に、情報を配信するメールがあります。詳しくは、区のホームページを

ご覧ください。（園から配信する学校保護者間の連絡ツールとは異なります。ご注意ください。） 

 

正門の施錠について 

 正門は教職員が門に立っている登降園の時間帯以外は、施錠されています。以下をお読みいただき、園児

の安全確保にご協力ください。 

 

○施錠時間     ・９：１０～降園１０分前まで 

           ・降園時刻～預かり保育終了時（１８：００）まで 

○施錠中の出入り   

＜入るとき＞  インターホンで学級名と名前を告げてください。職員室から操作して開錠します。 

園内に入った後、門扉を閉めて門の上のカンヌキをかけてください。（機械音を確 

かめてください） 

  ＜出るとき＞  門の横にある開錠ボタンを自分で押して開け、出てください。安全のため、保護者が

先に出ましょう。必ず門を閉めて、カンヌキをかけてください。（機械音を確かめてく

ださい） 

○その他      ・朝の開門時、降園前、土曜園庭開放時は、電気錠を切り、開錠してあります。 

通常通りカンヌキをかけて出入りしてください。 

・幼児には開錠ボタンを絶対に操作させないでください。故障すると全体の安全確保に

関わります。また、園児が一人で門の外に出て行く危険性もあります。 
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・門の上にあるカンヌキを必ずかけてください。電気錠が閉まらなかったり、正門が開放されている時は 

職員室で警報音が鳴り続けます。登降園の際、職員が立っている時は、オートロックは開錠していますの

でそのままお入りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

①  年度の途中で退園される場合は、直ちに申し出てください。 

②  幼稚園で熱を出したりけがをしたりしたときは応急手当をし、ご家庭に連絡いたします。用事で家を 

留守にする時は、必ず連絡がつくようにしておいてください。就労されている方は、携帯電話あるいは職

場に連絡をいたします。連絡後は、速やかに園にお迎え、または、病院への付き添いをお願いいたしま

す。 

※文京区教育委員会では、日本スポーツ振興センターと災害共済給付契約を結んでおります。これは学校

や幼稚園の管理下に起こった事故に対してその治療費や見舞い給付を受ける共済給付契約です。共済掛

け金は、全額区が負担いたします。（詳しくは、後日配布する手紙をご覧ください） 

③  地震や火事などの災害が発生した時は、指定された避難場所へ避難します。 

（第一次避難場所は 園庭   第二次避難場所は 湯島小学校） 

④  １８：００～翌朝８：００および休日、休園日は留守番電話の対応です。 

上記時間内に生命等に関わる緊急の連絡が必要になった場合は、文京区の代表電話（０３－３８１２ 

－７１１１）にご連絡ください。 

 

 

インターホンで学級名

と名前を告げ、来園した

ことを知らせてくださ

い。開錠します。 

この中に開錠ボタンがあります。

大人が開錠し、開錠後はフタを閉

めてください。 

カンヌキをか

けてください。 

＜入る時＞道路側 ＜出る時＞幼稚園側 

ここに子どもが乗

らないようにして

ください。 
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用品 

・持ち物全てに名前（ひらがな）を必ず付けてください。 

・３、４歳児は自分のものと分かるようイラストマークを決めます。マークのシールをお渡ししますので

手書きで描く時などに参考にしてください。 

 

＜購入していただく物＞   

品名 記入の方法、その他 取り扱い方 

園帽子 ・裏に名前を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通園の際、使用します。 

・園帽のゴムは、伸びたら付け

替えてください。 

園ズボン ・動きやすく、乾きやすい素材でできていま

す。また体の前面にポケットがついている

ため、着用を推奨しています  

・ポケットに、名前と印を付けてください。

(気候や体調に合わせて長ズボンやタイツ

をはいても構いません｡ズボンはポケット

のあるものにしましょう)  

・ポケットのある方が前にな

ります。 

名札 ・入園式の日にお渡しします。 

※全員に購入していただきます。 

・代金は４月に集金します。 

・園で付け、置いて帰ります。 

カラー帽子 ・カラー帽子内側（白い面）に名前と印を付

けてください。 

＊首の後ろを覆うタレ付きのカラー帽子も

購入できます 

・３歳児は桃色、４歳児は黄

色、５歳児は水色です｡(ク

ラスカラーです) 

・原則として毎週、週末に持ち

帰ります。洗って月曜日に忘

れずに、持たせてください。 
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＜家庭で揃えていただく物＞ ※図の中のサイズ表記(㎝)は目安です。 

 

品名 記名の方法、その他 取り扱い方 

通園カバン 

（リュック） 

・カバンに名前を付けてください。 

・自分でファスナーなどが開け閉めできる

ようにしましょう。（開け閉めしやすいよ

うにキーホルダーをつける場合は、大きす

ぎないものを１つにしてください） 

・幼稚園に毎日背負ってきて

ください。 

・令和６年度はお弁当、コッ

プ、タオルを入れて登園し

ます。幼稚園から手紙を持

って帰ることがあります。 

上履き  ･白のバレ－シュ－ズです。 

・立ったままでもスムーズに履けるタイ 

プのものにしましょう。 

・名前と印を付けてください。 

           親指の位置に 

           合い印を付ける｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかとにも名前 

※ マジックテープは幼児にとって扱いに

くいので、適しません。 

・原則として毎週、週末に持ち

帰ります。洗って月曜日に

持たせてください。 

・名前が薄くなったら、書き直

してください。 

・足の大きさに合ったものを

準備してください。（脱ぎ履

きしやすく、動きやすいも

の） 

通園靴 

テラス靴 

 

 ※もも組はテラス靴

はいりません 

・運動靴に限ります。名前は、上履きと同じ

ように書いてください。 

・一度に大勢のお子さんが靴を履き替えま

す。スムーズに履き替えられるものを用意

してください。 

・足の指が出ていると危険ですので、サンダ

ルは禁止です。 

・テラス靴は、汚れたら持ち帰

ります。 

・通園靴及びテラス靴は、砂場

でも使用します。 

＊見える所に名前を付けたく

ない方は、内側でも構いま

せん。 

靴袋 

 

・靴の出し入れがしやすいように、靴より大

きめの大きさでお願いします。 

・名前と印を付けてください。 

・持ち手はお子さんの持ちやすい幅にしてく

ださい。 

 

 

 

約 30 ㎝ 

 

 

 

 約 24 ㎝ 

・原則として靴袋は、週末に上

履きを入れて持ち帰りま

す。月曜日に上履きを入れ

てきたら、園に置いておき

ます。 

＊上履きと一緒にテラス靴を

持ち帰る時もありますの

で、大きめのものをご用意

ください。 
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手さげ袋 

 

・名前と印を付けてください。 

持ち手はお子さんの

持ちやすい幅にして

ください。 

        約 30 ㎝ 

 

  約 40 ㎝ 

 ・基本的には、園に置いてお

きます。作品や絵本、その

他の物を持ち帰る時に使

用します。持ち帰ったら、

翌日持たせてください。 

手ふき用タオル 

 

・フックに掛けられるように、ループを付

けてください。 

 ・名前と印を付けてください。 

               綿テｰプ 10 ㎝を輪にし

て、付けてください。 

 

           25 ㎝位の正方形 

      (替用として、2 枚必要です) 

 ・手ふき用タオルは、毎日持

ち帰ります。綺麗に洗っ

て、翌日持たせてくださ

い。 

 

コップ 

コップ袋 

（巾着型） 

・持ち手がある、すわりのよいプラスチック

製のものを用意してください。 

・コップ袋の入り口は大きめのもので､コッ

プが出し入れしやすいようにしてくださ

い。 

・側面に名前と印を付けてください。 

  (コップ袋は替用として、2 枚は必要で 

す)   

 

 入り口は大きめ、

ひもは長め(10 ㎝

程度 )が使いやす

いです。 

・お弁当のない日でも、毎日持

たせてください。うがいを

するときにも  使います。 

 

 

＊コップの名前は、マジック

で書くと消えやすいのでシ

ールの方が適しています。

消えたり、剥がれたりしや

すいのでこまめに確認しま

しょう。 
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弁当箱 

 

 

・年少組は５月中旬から、年中組は４月から

お弁当が始まります。 

・冬季は温飯機で温めますので、アルミ製品

を用意してください。 

（サンドイッチの時は、温めないのでアル

ミでなくてもよいです） 

・落とした場合に蓋が開かないように２セ

ンチ巾の平ゴムで留めてください。 

・ゴムバンドにも名前と印を付けてくださ

い。 

・開閉しやすいものを用意してください。 

 

          2㎝巾のゴム 

          バンドに名前を書く｡ 

 

・３歳児には、密閉容器でない

ものをお願いします。 

 

 

 

○ 

このようなもの 

 

 

 

× 

このタイプは閉めにくいの

で、ご遠慮ください。 

弁当袋 

 

・弁当箱の大きさに合わせ、お子さんが出し

入れしやすい袋にしてください。薄手の布

地で、弁当箱、箸、ランチョンマットが入

るゆとりのある大きさにしてください。 

・名前と印を付けてください。 

 

 

・きんちゃく袋型、または封筒

型 

箸 

箸箱 

フォーク 

スプーン 

 

・分かりやすく、消えないように名前と印を

付けてください。 

 

 

・スプーン、フォークは用途に応じて持たせ

てください。 

・箸は開けやすい箸箱に入れ

て持たせてください。 

・3 点セット(スプーン、フォ

ーク、箸)は置くスペースが

ありませんので、持たせな

いでください。 

ランチョンマット ・約 20 ㎝×約 25 ㎝の大きさにしてくださ

い。(替用として、2 枚必要です) 

・名前と印を付けてください。  

 

 

 

 

 

 

 

・机の上に敷いて、弁当箱等を

置きます。 

＊たたんで入れるため、薄手

のものにしてください。 
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着替え 

着替え用袋 

 

 

 

・全てに、名前と印を付けてください。 

             

 

 

 

 

 

 

肌着、パンツ２枚、上着、ズボン 

  靴下、ビニール袋 

・着替え一式と、濡れた衣類等

を入れるビニール袋を用意

してください。ビニール袋

には、必ず氏名を書いてく

ださい。 

・袋の中身は、３歳児は引き出

しに入れます。４、５歳児は

袋のまま使用します。 

・着替えが足りなくなったと

きは、園の物をお貸ししま

す。パンツは直接肌に触れ

る物なので、新品をお貸し

します。新品をお返しくだ

さい。着替えを使用した場

合は、すぐに補充をお願い

します。 
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＜家庭で揃えていただく物＞ ※入園後すぐには使わないもの 

 

品名 記名の方法、その他 取り扱い方 

スモック 

 

 

 

 

 

 

・名前と印を付けてください。 

・着脱しやすいように、ゆとりある大きさに

してください。 

・フックに掛けられるように、ループを付け

てください。 

  

           

・栽培活動や絵の具遊び等に

使用しますので、園に置い

ておきます。持ち帰ったら、

すぐに洗って持たせてくだ

さい。 

 

 

 

 

   

エプロン 

 

 

三角巾 

・名前と印を付けてください。 

 

 

     

 

 

ゴムを付けると扱いやすいです 

・使う時にお知らせします。 

・もちつきがある時などに使

います。 

・５歳児は、栽培物を料理する

際にも使う場合がありま

す。 

傘 

レインコート 

長靴 

冬場のコート 

・名前と印を付け、レインコートは首の所に

必ずループを付けてください。 

 

・傘は、自分で開閉できるよう

に練習し、つぼめたら巻い

て止める練習をしてくださ

い。 

・自分で扱えるようにしまし

ょう。 

レジャーシート  ・名前と印を付けてください。 

                   

           およそ 70×50 ㎝位 

・遠足時に使います。 

・扱いやすい一人用の小さめの

ものを用意してください。 

・たたみ方等を教えておいてく

ださい。 

水筒  ・名前を付けてください。 

 

 

 

 

・紐付きで大きすぎないもの。

（大きいと重くて歩くのが大

変です） 

・自分で扱えるよう練習しまし

ょう。 

☆手ふき用タオル、コップ袋、お弁当袋、ランチョンマットは、洗い替えを作りましょう。 

 

 

    なまえ 
 
 

必ず付けて 

ください。 
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           遠足に行く回数は各学年によって違いますが、年間を通じた基本的な<服装>

や<持ち物>は次の通りです。 

 

<服装>                    <持ち物> 

 

 

                              

                               

                                        

                          

                            やすいく  

 

   

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

<遠足時の注意事項> 

・全ての持ち物にひらがなで、名前を書いてください。 

・持ち物は、お子さんと一緒に園カバンに詰めるようにしましょう。 

・前日は睡眠を十分にとりましょう。        

・朝食は消化のよいものにしましょう。 

・用便（大便）は済ませてから登園しましょう。 

・具合の悪いお子さんは、無理に参加しないようにしましょう。 

・欠席の場合は、必ず連絡してください。 

・バスに酔いやすいお子さんは、前日までに担任に連絡してください。 

・健康管理をしっかりして、参加させましょう。 

・集合時間厳守です。 

 

 

 

 

 

 

 

遠足について 

カラー帽子 
水筒 

園カバン 

お弁当 

ビニールシート 

Tシャツ、トレーナー 

おしぼり 

・水か麦茶を飲む量だけ入れてく

ださい。(多いと重くて、お子さん

がつらくなります) 

・蓋の開閉が自分でできるようし

ておきましょう。(カップタイプ

にしてください) 

・園カバンの中に入る程度の大き

さのものをご用意ください。 

・大きいと重いので大きすぎないも

のにしてください。 

・前日、園から持ち帰ります。 

・遠足後、洗濯して持たせてく

ださい。 

･動きやすく、汚れ

てもよいもの 

･コップとタオルは

いりません。 

 

 

・履き慣れた靴 

・脱げにくい靴 

･箸を使わずに食べられ

るおにぎり、サンドイッチ

など。 

おかずやデザートは入れない

でください。  
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◇日 時    令和６年 ４月１０日（水）  午前１０時開式 

 

 ◇受付時刻   午前９時３０分～４５分  時間をお守りください。 

 

 ◇式 場    本園 ２階ホール 

 

 ◇服 装    園帽子を着用してくだい。  

（園ズボンを購入した方は園ズボンを着用してください） 

 

 ◇持ち物    上履き ハンカチ ティッシュ 

         保護者の方も必ず上履き（スリッパなど）をご持参ください。 

 

         ・式に参列する方は保護者２名まででお願いします。 

 

                ※令和６年１月１７日現在の予定です。今後変更になる場合もあります。 

その際は園から連絡をいたします。 

 

入園式のご案内 

 


